
高等学校 令和５年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次： （再履修除く）

教科担当者： ①： ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

使用教科書： ( ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

保健体育 の目標：
心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力
を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。

保健１ の目標：
「健康とは何か」を考え、「わが国の健康問題」を身近な問題として捉える中で、自己の生活習慣や生活環境を見直して、心身ともに健康な生活を送る知識と能力を養
う。

保健体育

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健１
保健体育 保健１ 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について理解
を深めるとともに，技能を
身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

大修館書店「現代高等保健体育」　補助教材：大修館書店「ステップアップ高校スポーツ」

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 2

2

配当
時数

１
学
期

1単元　01 健康の考え方と成り立ち
【知識及び技能】国民の健康課題や健康の考え
方は，国民の健康水準の向上や疾病構造の変化
に伴って変わってきていることや，健康は様々
な要因の影響を受けながら，主体と環境の相互
作用の下に成り立っていることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】現代社会と健康
における事象や情報などについて，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個人及び社会
生活と関連付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】現代社会と健康
における事象や情報などについて，健康に関わ
る原則や概念などについて,自他や社会の課題
を発見しようとしている。

【指導事項】
・さまざまな健康の考え方
・健康を成り立たせている要因
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】国民の健康課題や健康の考え方は，国
民の健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わっ
てきていることや，健康は様々な要因の影響を受けな
がら，主体と環境の相互作用の下に成り立っているこ
とを理解し,言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】現代社会と健康における事象や
情報などについて，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして考え,
説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】現代社会と健康にお
ける事象や情報などについて，健康に関わる原則や概
念などについて,自他や社会の課題を発見する学習に主
体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2

1単元　02 私たちの健康のすがた
【知識及び技能】健康水準の向上，疾病構造の
変化に伴い，個人や集団の健康についての考え
方も変化してきていることについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】わが国における
健康水準の変化とその背景についてや,わが国
の現在の健康問題などについて整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】わが国における
健康水準の変化とその背景についてや,わが国
の現在の健康問題などについて,自他や社会の
課題を発見しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

0.5

1単元　03 生活習慣病の予防と回復
【知識及び技能】健康の保持増進と生活習慣病
などの予防と回復には，運動，食事，休養及び
睡眠の調和のとれた生活の実践や疾病の早期発
見，及び社会的な対策が必要であることについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】生活習慣病など
の予防と回復について，習得した知識を基に自
他の生活習慣や社会環境を分析し，リスクの軽
減と生活の質の向上に必要な個人の取組や社会
的な対策を,整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】生活習慣病など
の予防と回復について，自他や社会の課題を発
見しようとしている。

【指導事項】
・食事と健康の関係
・健康的な食事のとり方
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】健康の保持増進と生活習慣病などのリ
スクを軽減し予防するには，適切な食生活を続けるこ
とが必要であることについて理解し,言ったり書いたり
している。
　
【思考・判断・表現】食事と健康の関係についてや,健
康的な食事のとり方などについて,個人及び社会生活と
関連付けたりして考え,説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】食事と健康の関係に
ついてや,健康的な食事のとり方などについて,個人及
び社会生活と関連付けたりして,自他や社会の課題を発
見する学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇

〇 〇

2

小テスト

〇

【指導事項】
・生活習慣病の種類と要因
・生活習慣病の一次予防,二次予防
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】健康の保持増進と生活習慣病などの予
防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のと
れた生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的な対策
が必要であることについて理解し,言ったり書いたりし
ている。
【思考・判断・表現】生活習慣病などの予防と回復に
ついて，習得した知識を基に自他の生活習慣や社会環
境を分析し，リスクの軽減と生活の質の向上に必要な
個人の取組や社会的な対策を,個人及び社会生活と関連
付けたりして考え,説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】生活習慣病などの予
防と回復について，自他や社会の課題を発見する学習
に主体的に取り組んでいる。

〇 〇

【指導事項】
・わが国における健康水準の変化とその
背景
・わが国の現在の健康問題
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】健康水準の向上，疾病構造の変化に伴
い，個人や集団の健康についての考え方も変化してき
ていることについて理解し,言ったり書いたりしてい
る。
【思考・判断・表現】わが国における健康水準の変化
とその背景についてや,わが国の現在の健康問題などに
ついて個人及び社会生活と関連付けたりして考え,説明
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】わが国における健康
水準の変化とその背景についてや,わが国の現在の健康
問題などについて,自他や社会の課題を発見する学習に
主体的に取り組んでいる。

〇

1単元　07 食事と健康
【知識及び技能】健康の保持増進と生活習慣病
などのリスクを軽減し予防するには，適切な食
生活を続ける必要があることについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】食事と健康の関
係や,健康的な食事のとり方などについて整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】食事と健康の関
係や,健康的な食事のとり方などについて,個人
及び社会生活と関連付けて,自他や社会の課題
を発見しようとしている。

年次

井谷　享 中野　由美 小湊　明日海 佐々木　智啓 金元　玲奈

1

〇 〇 0.5小テスト



〇 1

〇 2

1単元　04 がんの原因と予防
【知識及び技能】がんには様々な種類があるこ
と,リスクを軽減し予防するには，適切な運
動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた健
康的な生活を続けることが必要であること，定
期的な健康診断やがん検診などを受診すること
が必要であることについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】がんの原因と予
防について，習得した知識を基に自他の生活習
慣や社会環境を分析し，整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】がんの原因と予
防について，個人及び社会生活と関連付けて,
自他や社会の課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・がんの種類や原因
・がんの一次予防と二次予防
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】がんには様々な種類があること,リスク
を軽減し予防するには，適切な運動，食事，休養及び
睡眠など，調和のとれた健康的な生活を続けることが
必要であること，定期的な健康診断やがん検診などを
受診することが必要であることについて理解し,言った
り書いたりしている。
　
【思考・判断・表現】がんの原因と予防について，自
他の生活習慣や社会環境と関連付けて考え,説明するこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】がんの原因と予防に
ついて，個人及び社会生活と関連付けて,自他や社会の
課題を発見する学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2

〇 〇 〇

〇 〇 〇 1

1単元　06 運動と健康
【知識及び技能】健康の保持増進と生活習慣病
などのリスクを軽減し予防するには，適切な運
動を続ける必要があることについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】健康と運動の関
係や,目的に応じた健康的な運動のしかたなど
について整理したり，個人及び社会生活と関連
付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】健康と運動の関
係や,目的に応じた健康的な運動のしかたなど
について,個人及び社会生活と関連付けて,自他
や社会の課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・健康と運動の関係
・目的に応じた健康的な運動のしかた
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】健康の保持増進と生活習慣病などのリ
スクを軽減し予防するには，適切な運動を続ける必要
があることについて理解し,言ったり書いたりしてい
る。
　
【思考・判断・表現】健康と運動の関係や,目的に応じ
た健康的な運動のしかたなどについて整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして考え,説明すること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】健康と運動の関係や,
目的に応じた健康的な運動のしかたなどについて,個人
及び社会生活と関連付けたりして,自他や社会の課題を
発見する学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査 〇 〇

1単元　08 休養・睡眠と健康
【知識及び技能】健康の保持増進と生活習慣病
などのリスクを軽減し予防するには，適切な休
養・睡眠をとる必要があることについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】健康と休養の関
係及び適切な休養のとり方や,健康と睡眠の関
係及び健康によい睡眠のとり方などについて整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】健康と休養の関
係及び適切な休養のとり方や,健康と睡眠の関
係及び健康によい睡眠のとり方などについて,
個人及び社会生活と関連付けて,自他や社会の
課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・健康と休養の関係及び適切な休養のと
り方
・健康と睡眠の関係及び健康によい睡眠
のとり方
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】健康の保持増進と生活習慣病などのリ
スクを軽減し予防するには，適切な休養・睡眠をとる
必要があることについて理解し,言ったり書いたりして
いる。
　
【思考・判断・表現】健康と休養の関係及び適切な休
養のとり方や,健康と睡眠の関係及び健康によい睡眠の
とり方などについて,個人及び社会生活と関連付けたり
して考え,説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】健康と休養の関係及
び適切な休養のとり方や,健康と睡眠の関係及び健康に
よい睡眠のとり方などについて,個人及び社会生活と関
連付けたりして,自他や社会の課題を発見する学習に主
体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2

1単元　05 がんの治療と回復
【知識及び技能】がんの回復には，様々な治療
法があることや，がんの予防と回復には，個人
の取組とともに，社会的な対策が必要であるこ
と理解する。
【思考力、判断力、表現力等】がんの治療と回
復について，習得した知識を基にリスクの軽減
と生活の質の向上に必要な個人の取組や社会的
な対策を,整理したり，個人及び社会生活と関
連付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】がんの治療と回
復について，個人及び社会生活と関連付けたり
して,自他や社会の課題を発見しようとしてい
る。

【指導事項】
・がんのおもな治療法や緩和ケア
・がん検診の普及や情報サービスの整備
などの社会的な対策
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】がんの回復には，様々な治療法がある
ことや，がんの予防と回復には，個人の取組ととも
に，社会的な対策が必要であることを理解し,言ったり
書いたりしている。
　
【思考・判断・表現】がんの治療と回復について，習
得した知識を基にリスクの軽減と生活の質の向上に必
要な個人の取組や社会的な対策について考え,説明する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】がんの治療と回復に
ついて，個人及び社会生活と関連付けて,自他や社会の
課題を発見する学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2

1単元　09 喫煙と健康
【知識及び技能】喫煙は，生活習慣病などの要
因となり心身の健康を損ねること，喫煙による
健康課題を防止するには，個人への働きかけ及
び社会環境への適切な対策が必要であることを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】喫煙防止に関す
る我が国の個人への働きかけと社会環境への対
策について，個人及び社会生活と関連付けたり
して考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】喫煙者とその周
囲の人に起こる害や喫煙対策などについて,個
人及び社会生活と関連付けて,自他や社会の課
題を発見しようとしている。

【指導事項】
・喫煙者やその周囲の人に起こる害
・喫煙対策
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】喫煙は，生活習慣病などの要因となり
心身の健康を損ねること，喫煙による健康課題を防止
するには，個人への働きかけ及び社会環境への適切な
対策が必要であることを理解し,言ったり書いたりして
いる。
　
【思考・判断・表現】喫煙に関する我が国の個人への
働きかけと社会環境への対策について，個人及び社会
生活と関連付けて考え,説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】喫煙者とその周囲の
人に起こる害や喫煙対策などについて,個人及び社会生
活と関連付けて,自他や社会の課題を発見する学習に主
体的に取り組んでいる。

２
学
期

小テスト 〇 〇 0.5

3

小テスト

1単元　10 飲酒と健康
【知識及び技能】飲酒は，生活習慣病などの要
因となり心身の健康を損ねること，飲酒による
健康課題を防止するには，個人への働きかけ及
び社会環境への適切な対策が必要であることを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】飲酒防止に関す
る我が国の個人への働きかけと社会環境への対
策について整理したり，個人及び社会生活と関
連付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】飲酒による健康
への短期的影響と長期的影響や,飲酒による健
康問題に対する個人や社会環境への対策などに
ついて,個人及び社会生活と関連付けて,自他や
社会の課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・飲酒による健康への短期的影響と長期
的影響
・飲酒による健康問題に対する個人や社
会環境への対策
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】飲酒は，生活習慣病などの要因となり
心身の健康を損ねること，飲酒による健康課題を防止
するには，個人への働きかけ及び社会環境への適切な
対策が必要であることを理解し,言ったり書いたりして
いる。
　
【思考・判断・表現】飲酒に関する我が国の個人への
働きかけと社会環境への対策について，個人及び社会
生活と関連付けて考え,説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】飲酒による健康への
短期的影響と長期的影響や,飲酒による健康問題に対す
る個人や社会環境への対策などについて,個人及び社会
生活と関連付けて,自他や社会の課題を発見する学習に
主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2

〇 〇 0.5

定期考査



〇 2

2単元　06 心肺蘇生法
【知識及び技能】心肺停止状態においては，急
速に回復の可能性が失われつつあり，速やかな
気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，AED（自動体
外式除細動器）の使用などが必要であることを
理解し，AED などを用いて心肺蘇生法ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】心肺蘇生法につ
いて，習得した知識や技能を事故や災害で生じ
る傷害や疾病に関連付けて，悪化防止のための
適切な方法で応用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】心肺蘇生法につ
いて,自他や社会の課題を発見しようとしてい
る。

【指導事項】
・心肺蘇生法の方法と手順や実践
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】心肺停止状態においては，急速に回復
の可能性が失われつつあり，速やかな気道確保，人工
呼吸，胸骨圧迫，AED（自動体外式除細動器）の使用な
どが必要であることを理解し,言ったり書いたりしてい
る。
　
【思考・判断・表現】心肺蘇生法について，習得した
知識や技能を事故や災害で生じる傷害や疾病に関連付
けて，悪化防止のための適切な方法を考え,説明するこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】心肺蘇生法について,
自他や社会の課題を発見する学習に主体的に取り組ん
でいる。

〇 〇 〇

1単元　11 薬物乱用と健康
【知識及び技能】薬物乱用は，心身の健康，社
会の安全などに対して深刻な影響を及ぼすこと
から，決して行ってはならないこと,薬物乱用
を防止するには，個人への働きかけ及び社会環
境への適切な対策が必要であることを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】薬物乱用防止に
関する我が国の個人への働きかけと社会環境へ
の対策について整理したり，個人及び社会生活
と関連付けたりして考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】薬物乱用が心身
の健康や社会に及ぼす影響や,薬物乱用防止の
ための個人や社会環境への対策などについて,
自他や社会の課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼす
影響
・薬物乱用防止のための個人や社会環境
への対策
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】薬物乱用は，心身の健康，社会の安全
などに対して深刻な影響を及ぼすことから，決して
行ってはならないこと,薬物乱用を防止するには，個人
への働きかけ及び社会環境への適切な対策が必要であ
ることを理解し,言ったり書いたりしている。
　
【思考・判断・表現】薬物乱用防止に関する我が国の
個人への働きかけと社会環境への対策について考え,説
明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】薬物乱用が心身の健
康や社会に及ぼす影響や,薬物乱用防止のための個人や
社会環境への対策などについて,自他や社会の課題を発
見する学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇

2単元　04 応急手当の意義とその基本
【知識及び技能】適切な応急手当は，傷害や疾
病の悪化を防いだり，傷病者の苦痛を緩和した
りすること，自他の生命や身体を守り，不慮の
事故災害に対応できる社会をつくるには，一人
一人が適切な
応急手当の手順や方法を身に付け自ら進んで行
う態度が必要であることが必要であることを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】応急手当につい
て，習得した知識や技能を事故や災害で生じる
傷害や疾病に関連付けて，悪化防止のための適
切な方法で応用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】応急手当の意義
などについて,個人及び社会生活と関連付けた
りして,自他や社会の課題を発見しようとして
いる。

【指導事項】
・応急手当の意義
・傷病者を発見したときに確認・観察す
るポイント
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化
を防いだり，傷病者の苦痛を緩和したりすること，自
他の生命や身体を守り，不慮の事故災害に対応できる
社会をつくるには，一人一人が適切な応急手当の手順
や方法を身に付け自ら進んで行う態度が必要であるこ
とが必要であることを理解し,言ったり書いたりしてい
る。
　
【思考・判断・表現】応急手当について，習得した知
識や技能を事故や災害で生じる傷害や疾病に関連付け
て，悪化防止のための適切な方法を考え,説明すること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】応急手当の意義など
について,個人及び社会生活と関連付けたりして,自他
や社会の課題を発見する学習に主体的に取り組んでい
る。

〇 〇

〇 0.5

小テスト

〇 2

2単元　05 日常的な応急手当
【知識及び技能】日常生活で起こる傷害や，熱
中症などの疾病の際には，基本的な応急手当の
方法や手順があることを理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】日常的な応急手
当について，習得した知識や技能を事故や災害
で生じる傷害や疾病に関連付けて，悪化防止の
ための適切な方法で応用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】日常的なけがや
熱中症の応急手当の手順や方法などについて,
個人及び社会生活と関連付けたりして,自他や
社会の課題を発見しようとしている。

【指導事項】
・日常的なけがや熱中症の応急手当の手
順や方法と実践
【教材　等】
・教科書
・ノート
・プリント
・個人用ICT端末

【知識・技能】日常生活で起こる傷害や，熱中症など
の疾病の際には，基本的な応急手当の方法や手順があ
ることを理解し,言ったり書いたりしている。
　
【思考・判断・表現】日常的な応急手当について，習
得した知識や技能を事故や災害で生じる傷害や疾病に
関連付けて，悪化防止のための適切な方法を考え,説明
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】日常的なけがや熱中
症の応急手当の手順や方法などについて,個人及び社会
生活と関連付けたりして,自他や社会の課題を発見する
学習に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 2
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